
固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細 （単位：円）

当期償却額

建物 55,692,019         1,679,400        5,456,510        51,914,909       35,982,037         2,768,905          15,932,872      

工具器具備品 98,647,140         5,216,875        25,601,541       78,262,474       54,654,078         6,984,094          23,608,396      

計 154,339,159        6,896,275        31,058,051       130,177,383      90,636,115         9,752,999          39,541,268      

電話加入権 302,000            －                －                302,000          －                  －                  302,000         

ソフトウェア 1,488,883,870      －                2,257,500        1,486,626,370    934,958,146        153,284,732        551,668,224     

ソフトウェア仮勘定 －                  14,256,000       －                14,256,000       －                  －                  14,256,000      

計 1,489,185,870      14,256,000       2,257,500        1,501,184,370    934,958,146        153,284,732        566,226,224     

金銭の信託 136,301,555,650    17,000,262,132   3,030,635,644    150,271,182,138  －                  －                  150,271,182,138  注１

投資有価証券 55,548,941,793     6,730,074,790    9,322,310,128    52,956,706,455   －                  －                  52,956,706,455   注１

敷金・保証金 84,722,412         －                －                84,722,412       －                  －                  84,722,412      　

未収財源措置予定額 412,300,000,000    77,700,000,000   83,100,000,000   406,900,000,000  －                  －                  406,900,000,000  注２

破産・更生債権等 74,753,616         3,280,611        －                78,034,227       －                  －                  78,034,227      

貸倒引当金（△） △73,454,416       △27,520         －                △73,481,936     －                  －                  △73,481,936    

計 604,236,519,055    101,433,590,013  95,452,945,772   610,217,163,296  －                  －                  610,217,163,296 

605,880,044,084    101,454,742,288  95,486,261,323   611,848,525,049  1,025,594,261      163,037,731        610,822,930,788 

 注１．「金銭の信託、投資有価証券」：当期増加額の主な要因は、年金給付等準備金を積み立てるため、保険料及び国庫補助金を運用したことによるものであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 当期減少額の主な要因は、有価証券への振替によるものであります。

資産の種類
　減価償却累計額　

当期増加額 差引期末残高

 注２．「未収財源措置予定額」：当期増加額は、独立行政法人農業者年金基金法附則第１７条の規定に基づき農林水産大臣の要請により行った長期借入れ（全額政府保証付き）のうち、

　　　旧給付に要する費用に充てた金額を計上しており、また、当期減少額は、同条の規定に基づき国庫負担金により返済した借入金額を計上しております。

期末残高

有形固定資産
（償却費損益内）

無形固定資産
（償却費損益内）

投資その他の資産

摘　要

合　　計

期首残高 当期減少額


